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使用した人工衛星画像と解析範囲

珠洲市
PleiadesNeo3画像
2024/1/4撮影
地表分解能0.3m

（やや雲が多い）

輪島市中心部
PleiadesNeo4画像
2024/1/2撮影
地表分解能0.3m

輪島市門前町
PleiadesNeo4画像
2024/1/2撮影
地表分解能0.3m

穴水町
PleiadesNeo4画像
2024/1/2撮影
地表分解能0.3m
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建物被害推定フロー

災害後の人工衛星画像

建物フットプリントデータ
OpenStreetMap（OSM）を使用

建物パッチ画像の作成

各パッチ画像の被害判別

深層学習モデル

建物被害分布の推定

250mメッシュによるマップ化

面積30m2以下，2000m2以上を削除
建物構造はデータがないため考慮していない
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深層学習による建物被害判別モデル

手法:
Miura et al.: Deep learning-based identification of 

collapsed, non-collapsed and Blue tarp-covered 

buildings from post-disaster aerial images, Remote 

Sensing, 12, 1924, 2020.

深層学習モデル

非倒壊

ブルーシート

倒壊

モデルでは各建物

を，非倒壊，ブルー

シート，倒壊の3種

に分類

250mメッシュ内で

倒壊と判別された建

物数の割合を推定

被害率として算出

兵庫県南部地震，熊本地震の画像データを学習
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輪島市中心部における衛星画像と建物分布

■：OSMによる建物ポリゴン
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輪島市中心部における建物数分布と推定被害率

建物棟数
■：5～10棟
■：10～50棟
■：50～100棟
■：100～200棟
■：200棟以上

被害割合（%）
■：0～10

■：10～20

■：20～30

■：30～40

■：40～50

■：50以上

※被害割合は建物棟数が10棟以上のメッシュを対象とした

河合町
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輪島市門前町における
衛星画像と建物分布

■：OSMによる建物ポリゴン

建物データ欠落 ダウンロードしたOpenStreetMapでは，
枠内の多くの建物が欠落していた
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輪島市門前町における
建物数分布と
推定被害率

被害割合（%）
■：0～10

■：10～20

■：20～30

■：30～40

■：40～50

■：50以上

建物棟数
■：5～10棟
■：10～50棟
■：50～100棟
■：100～200棟

※被害割合は建物棟数が10棟以上のメッシュを対象とした

道下
門前
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穴水町における衛星画像と建物分布

■：OSMによる建物ポリゴン
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穴水町における建物数分布と推定被害率

建物棟数
■：5～10棟
■：10～50棟
■：50～100棟
■：100～200棟

被害割合（%）
■：0～10

■：10～20

■：20～30

■：30～40

■：40～50

※被害割合は建物棟数が10棟以上のメッシュを対象とした
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珠洲市における衛星画像と建物分布

■：OSMによる建物ポリゴン
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珠洲市における建物数分布と推定被害率

建物棟数
■：5～10棟
■：10～50棟
■：50～100棟
■：100～200棟
■：200棟以上

被害割合（%）
■：0～10

■：10～20

■：20～30

■：30～40

■：40～50

■：50以上

※被害割合は建物棟数が10棟以上のメッシュを対象とした

宝立町

上戸町

飯田町

野々江町
正院町
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考察

⚫ 深層学習モデルによる建物被害の判別結果をみると，上空から被害が確

認できる建物の多くを抽出できた。ただし，建物データについて精査してい

ないため，実際には建物がない箇所も結果に含まれること，屋根面が複雑

な建物や建物密集地域などで影に隠れた建物については，被害を正しく

判別できていないものも多いこと，に注意が必要である

⚫ 推定被害率の高い地域は，珠洲市宝立町鵜飼，輪島市門前町道下，輪島

市河合町（火災地域）であった。市街地からやや離れた集落でも推定被害

率の高い地域が散見された

謝辞
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